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昨
年
、
高
萩
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
五
九
四

件
。
死
亡
事
故
も
一
○
件
発
生
し
市
内
の
四
人
を
含
む
一
二
人

の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
の
内
容
を
分
析
す
る

と
、
原
因
の
多
く
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

昨
年
中
に
起
き
た
高
萩
警
察
署
管
内
（
高
萩
市
・
北
茨
城
市
、

十
王
町
）
の
交
通
事
故
を
検
証
し
ま
す
。

農

士

瀞

毒
＝‘

蕊
…

車
は
便
利
な
乗
り
物
で
あ
る
反
面
、
操
作

一
つ
で
危
険
な
凶
器
に
変
身
し
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
が
安
全
運
転
を
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
「
目
で
確
認
」
し
、
「
危
険
性
を
予
測
」

茨
城
県
内
の
こ
の
一
○
年
間
の
推
移
の
中

で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
上
昇
し
て

い
る
と
と
も
に
、
非
着
用
率
死
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
（
［
表
１
図
］
参
照
）

平
成
五
年
と
一
四
年
を
比
べ
て
み
る
と
、

二
○
三
人
か
ら
八
○
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
、

こ
の
一
○
年
間
で
約
四
割
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
ル
ト
非
着
用
死
者
の
う
ち
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
三
分
の
二
の

命
が
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

油
断
が
引
き
起
ご
ず
ち
の

必
或
シ
Ｅ
ぼ
く
心
隠
着
用
を

f輔

鼻

＃

…

‘ー

醗鳴…

；
…

…

；

…‘

は
道
路
形
状
別
で
は
、
交
差
点
や
そ
の
周
辺

で
の
事
故
の
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
事
故
原
因
の
多
く
は
、
出
合
い
頭
の
事

故
で
す
。
交
差
点
の
角
に
あ
る
建
物
や
塀
、

垣
根
な
ど
が
死
角
と
な
り
、
「
目
で
確
認
」

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
注
意
力
を
欠

き
、
危
険
性
の
予
測
を
や
め
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
重
な
る
か
ら
で
す
。

直
線
道
路
や
カ
ー
ブ
で
の
事
故
原
因
は
、

多
く
の
場
合
わ
き
見
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
が
原
因
で
起
き
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
が
必
要
で

う
に
事
故
の
多
く
は

安
全
不
確
認
、
安
全
速
度
超
過
な
ど
、
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た
こ
と

で
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

貝
冤
な
い
ど
ご
ろ
に
注
意
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事
故
を
起
こ
そ
う
と
し
て
起
き
た
事
故
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の
緩
み
や
交
通
ル

ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
多
く
の
原
因

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
と
よ
り
道
路

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
か
ら
三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
高
齢
者
の
こ
と
で
す
。
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
守
っ

鼠識灘鶏轆灘蕗瀞蕪襲演4

尚 高萩譽察署交彌課長

k田 薫さん

福島県

いわき市

一Y鴫呼繰普藷e護曇?; ､『"蕊毎面～一

六
角
堂

I
北
茨
城
市

I 北茨城 ･C

大北渓谷

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
．
二
つ
目
は
飲
酒
運
転

追
放
三
な
い
運
動
（
運
転
し
な
い
、
運
転
さ

せ
な
い
、
酒
を
出
さ
な
い
）
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
。
最
後
は
青
少
年
の
交
通

事
故
防
止
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や

無
理
な
追
い
越
し
を
せ
ず
、
交
通
規
則
を
守
っ

て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
年
茨
城
県
内
死
者
叡
洲
人
の
う
ち

・
鮖
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
人
（
妬
・
３
％
）

・
飲
酒
運
転
は
訴
人
（
全
国
で
、
位
）

・
青
少
年
は
“
人
（
四
・
６
％
）

市
の
一
五
年
度
交
通
安
全
施
設
関
係
予
算

■
市
道
一
六
六
一
号
線
（
下
手
綱
地
内
県

“
當
住
宅
南
側
）
通
学
路
整
備
事
業
ほ
か

４
，
６
３
３
万
円

交
通
課
長
が
指
摘
す
る
三
項
目

高
萩
市

高萩上E

国道461号偽N

⑧
花
貫
勺

至
里
美
村

ー

鵜
の
岬＃⑤・⑰は

1件2名死亡
目

上

高 萩譽
ﾛ ､一一ヨ

察署
一

小
学
校
の
新
一
年
生
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
東

京
電
力
茨
城
支
店
か
ら
交
通
安
全
手
形
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ハ
ン
ド
」
が
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
企
画
し
、
東
京
電
力
茨
城
支
店
が
、
舂
の
交
通

安
全
運
動
の
時
期
に
合
わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
６
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
佃
年
目
。
高
萩

市
の
ほ
か
北
茨
城
市
や
十
王
町
な
ど
、
県
内
の
自
治
体
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
は
縦
沁
セ
ン

チ
、
横
羽
セ
ン
チ
の
発
泡
ウ
レ
タ
ン
製
で
黄
色
の
手
の
形

を
し
、
「
と
ま
っ
て
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
小
柄
な
新

入
生
で
も
こ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
手
を
上
げ
て
横
断
す

る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
す
。

３
月
配
日
、
皆
川
寛
行
東
京
電
力
日
立
営
業
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
、
今
年
は
３
３
６
枚
が
細
金
貞
鬘
教
育
長
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

新

の

【
》

■
）

を

11

平成14年高萩警察署管内子どもの事故

岨
年
目
仙
慨
Ｉ

i

篠
躍
趨

蕊蕊

繍
蟻
鵜
殿
鱗
織

（ ）内の数字は対前年比 （資料：高萩警察署）
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小学生

中学牛
，画一

高校生

6(+2）

13(+3）

5(+3）

9(±O）

9(+5）

16(+6

12(+4）

18(+6）

O(-3）

5(+3）

1 （-2）

9(+7）

9(+5）

13(+3）

5(+3）

10(-3）

10(+6）

15(±O）

13(+5）

17(+5）

O(-3）

5(+3）

1 （-3）

11(+9）

1午数 露

高萩
域

北茨城
錘

十王
甲憲一一

高萩 北茨城 王＊

負傷者数（



麹

諺
銭
察
を
虚

海
と
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
高
萩
市
．
し
か
し
、
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
不

法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
投
棄
さ
れ
た
ご
み
か
ら
有
害
物
質
が
流
れ
出
し
て
は
水
や
土
壌
を

汚
染
し
へ
大
切
な
環
境
を
壊
し
て
い
ま
す
．
も
の
が
豊
か
に
な
り
、
使
い
捨
て
の
生
活
が
身

に
つ
く
に
つ
れ
て
モ
ラ
ル
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
．
た
い
せ
つ
な
環
境

“
津
誤
訳
鑿
巾
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
酔
一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
る
意
識
を
持

ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ボイ捨てされるのは車が一時停止するような決まった場所です。数

日のうちに驚くほど捨てられています。散歩中にごみを回収する人がい

る反面、傍若無人な人がいることも事実｣と監視員の菊地司朗さん(秋山)。

雷
年
々
増

現
在
市
内
一
九
の
地
区
に
四
○
人
の
不
法

投
棄
防
止
監
視
員
が
い
ま
す
。
定
期
的
に
巡

回
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
所
な
ど
を
報
告

書
に
ま
と
め
て
、
生
活
環
境
課
に
提
出
し
て

い
ま
す
。
生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
報
告
書

を
も
と
に
不
法
投
棄
者
を
捜
し
出
し
て
、
警

察
署
や
県
の
担
当
機
関
と
連
携
し
て
厳
重
に

注
意
し
処
理
さ
せ
て
い
ま
す
。

最
近
三
年
間
の
不
法
投
棄
の
報
告
は
、
平

成
一
二
年
が
二
○
件
、
平
成
一
三
年
が
三
三

件
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成
一
四
年
は
四

八
件
と
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
そ
の
報

告
の
ほ
と
ん
ど
が
空
き
缶
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁

当
ご
み
や
自
転
車
な
ど
で
、
相
変
わ
ら
ず
一

般
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
し
て
い
る
も
の
で
す
。

菊
地
さ
ん
（
写
真
上
）
を
は
じ
め
と
す
る

監
視
員
の
み
な
さ
ん
は
、
急
に
不
法
投
棄
が

増
え
始
め
た
原
因
を
、
昨
年
一
○
月
か
ら
始

ま
っ
た
ご
み
処
理
費
の
有
料
化
が
影
響
し
て

い
る
と
み
て
い
ま
す
。

ー

加

罰
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

鐘
地
域
別
の
投
棄
傾
向

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
個
人
で
は
五
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
。

法
人
で
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
監
視
の
目
が
こ
の
犯
罪

を
防
ぎ
ま
す
し
、
地
域
や
家
庭
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
、
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
手
本
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
街
地
で
は
自
転
車
や
空
き
缶
な
ど
が
多

く
、
山
間
部
で
は
廃
家
電
製
品
や
布
団
な
ど
、

大
き
な
も
の
を
投
棄
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

大
能
地
区
・
下
君
田
地
区
で
、
建
築
廃
材

の
不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し
た
。
内
装
工
事
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
茨
城
県
（
県
北
地

方
総
合
事
務
所
）
が
調
査
中
で
す
。

生
活
環
境
課
で
も
不
法
投
棄
物
を
回
収
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
回
収
重
量
は
こ
の
四
年

間
一
一
○
ト
ン
か
ら
一
三
○
ト
ン
で
、
ほ
と

ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

:群蕊鍾……“識 …鱒勝謎締革騨癖…『曹錘

鷺

､‐
鴬

驚一
溺

鴬
緋

;・
漁

:‘
灘．
蕊

溌

#・
騨

識一

驚

＃
§

》蝉燕唾

ー

一
一

ー

ず一・言戸壹

凝…ゴ申凋毒'辮蕊鐸…

昨
年
七
月
、
市
と
高
萩
郵
便
局
（
大
森
現

基
局
長
）
、
若
栗
郵
便
局
（
菊
池
修
局
長
）

は
、
郵
便
局
職
員
が
郵
便
物
を
配
達
途
中
に

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時
に
、
市
に
通
報
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

両
郵
便
局
の
外
務
職
員
数
は
、
合
わ
せ
て

一
九
人
。
活
動
範
囲
は
市
内
全
域
で
、
郵
便

配
達
に
使
う
軽
四
輪
車
や
バ
イ
ク
に
は
「
不

法
投
棄
監
視
車
」
の
赤
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
防
止
監
視
員
が

市
内
全
域
を
監
視
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
バ
イ
ク
で
山
間
部
を

走
る
郵
便
配
達
員
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ

を
生
か
し
て
協
力
。
連
携
し
て
不
法
投
棄
一

掃
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

持
ち
前
の
フ
ッ
ト
ワ
Ⅲ
ク
を
生
か
す

配

●

‘~

4



高萩市・十王町事務組合消防本部
B22-0119

平成13年9月に発生して、 44人の死者を出

した新宿歌舞伎町ビル火災の経験を踏まえ、

消防法が28年ぶりに改正され15年10月1日か

ら施行されます。火災は、ちょっとした油断

から、自己だけでなく尊い命と壹菫な財産を

脅かすことになる典型的な「人災」です。建

物の所有者など壹任が生じる方は、改正され

た法の内容を守って、災害を起こさないよう

点検や報告などの義務を果たしてください。

ー

平成15年2月8日深夜に発生した建物火災。

はしご車が活躍しました。

○
防
火
対
象
物
定
期
点
検
報
告
制
度

（
平
成
旧
年
Ⅲ
月
か
ら
）

．
｜
定
の
防
火
対
象
物
（
左
の
枠
内
で
説
明
）
の
管

理
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
者
は
、
点
検
資
格
者
に

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
点
検
さ
せ
、
点
検
結
果

を
消
防
長
や
消
防
署
長
に
報
告
す
る
こ
と
が
新
た
に

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
点
検
を
行
っ
た
防
火
対
象
物
が
基
準
に
適
合
し
て

い
る
場
合
は
、
点
検
済
み
表
示
が
で
き
ま
す
。

．
こ
の
制
度
は
「
消
防
用
設
備
等
点
検
報
告
制
度
」
と

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
物
に
よ
っ
て
は
両
方
の

制
度
に
点
検
報
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
特
例
認
定
（
効
力
は
平
成
旧
年
Ⅲ
月
か
ら
）

消
防
機
関
に
申
請
し
て
検
査
を
受
け
、
｜
定
期
間

継
続
し
て
消
防
法
令
を
順
守
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
表
示
で
き
る
と
と
も
に
、

点
検
報
告
の
義
務
が
３
年
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
主
な
改
正
点

１
．
消
防
法
令
違
反
を
是
正
す
る
た
め
、
立
ち
入
り

検
査
や
措
置
命
令
の
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
防
火
管
理
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
「
防
火
対

象
物
定
期
点
検
報
告
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
避
難
上
必
要
と
さ
れ
る
施
設
等
を
管
理
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

４
．
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ー

○
新
型
車
両
が
配
属

３
月
〃
日
（
月
）

高
萩
市
．
＋
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
に
、
災
害

現
場
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
能
力
を
発
揮
で
き
る
新
型

車
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

配
属
さ
れ
た
の
は
、
交
通
事
故
で
車
両
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
り
、
建
物
の
間
に
挟
ま
れ
て
身
動
き
で
き

な
い
よ
う
な
場
合
に
対
応
で
き
る
特
別
な
車
両
で
、

救
助
工
作
車
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
鉄
板
を
切
り
裂
い

た
り
引
き
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
大
型
カ
ッ
タ
ー
や

ス
プ
レ
ッ
タ
ー
を
装
備
し
、
車
両
な
ど
を
持
ち
上
げ

る
ウ
イ
ン
チ
や
ク
レ
ー
ン
も
備
え
て
い
ま
す
。
超
高

圧
噴
霧
器
な
ど
各
種
の
救
助
用
壹
機
材
を
積
載
し
、

強
力
な
照
明
装
置
で
暗
闇
で
も
活
動
で
き
ま
す
。

「
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
最
新
鋭
の
車
両
」

と
消
防
署
職
員
は
話
し
て
い
ま
す
。

(排気量8200cc・ 全長7.48m全幅23m全高3.25m｡ 220馬力）

5

特
定
防
火
対
象
物
で
、
①
収
容
人
員
が
３
０
０

人
以
上
の
も
の
②
収
容
人
員
が
訓
人
以
上
～
３

０
０
人
未
満
で
３
階
以
上
、
階
段
が
一
つ
の
も
の
。

｜
定
の
防
山

物
と
は
識
轆
熱
鑑
瞬
諦
榊
沖
畷
謎



新しい常設委員と常設補助員が決まる
行政相談委員は、役所の仕

事やJR、NTT、公庫、公

団などが行っている仕事につ

いての要望や苦情をみなさん

からお聞きして、 中立で公平

な立場で住民と関係機関との

間に立って話し合いを行い、

問題解決のために活動してい

ます。毎月第2 ・第4木曜日

の午後1時から3時まで市役

所で定例相談所を開設してい

ます。

常設委員と常設補助員の仕事は、農業用施設の維

持や管理、土木事務を行う場合に市と地域との意見

調整をはじめ、災害時の調査・報告など、その仕事；

の内容が広範囲になっています。特に集落ごとの共

同活動や農業環境保全活動の推進など、それぞれの

地域の発展に欠かせない存在になっています。農家

と市のパイプ役といえるみなさんの任期は、 4月か

ら4年間です。

［●は会長、○は副会長、☆は幹事：敬称略］
鈴木清さん

下手綱1993-4

窓22-2095

◆Ⅶ"” 5月19日（月）～5月25日（日）は。 ：舞侭俸跨に鍔●

春の行政相談週間です。
◆。・ ・参・. ､｡；･線. 〈錘>､･八・ ､､･識・鐘拶・識蕊（＄参釜急ぐ鍵1，．．強､､；･ﾉ｡、 。*・ ・・・ ・繰少 ・・ず・・ ・-. ・・ ・｡・ ・ﾉ・ ◇､今‘◆

雪辱測難顎部公募展で奨励賞『 ＆■i 市内から2人が受賞
､ー

常設委員 常設補助委員常設区名
｜

’
とういち

高萩藤一 柴田幸吉萩 武藤忠夫
ロ

'7可

てるのぶ

宇野晴雄 ｜岩間輝亘 中村由雄東

安島松夫 ｜山田猛 早川荘篝安良川

○松本昭 ｜藤田泰治石 滝

●深谷保男 ｜堀田喜久 熊代正島 名

秋山上｜ 弓野義治 i小野崎廣喜 大部幸一

渡邊満 i棚谷豊藍秋山中

下山田昭 i大高信一秋山下
‐Rフ 、1－

の雄国沼です」と桑田さん。 桑田清さん

（島名）☆沼田浩 ！沼田好美|上 方
ー けん

椎名賢
ふ育

f菌 平

#受賞おめでとうございますみつとし

鈴木光利
Jこう"｡､八J

神代洋文上手綱下

いでしょう」と中村さん。 中村周平さん
（有明町）

－

'二手綱南
ひでかず

神長英一鈴木正弘

○神長光一 ｜矢渡徹上手綱北

瀧定夫 i佐藤満雄 豊田進F手綱

吉一
｢画1 戸 ☆今川満雄 i星野三男

小野邦彦 ！鈴木栄赤 浜

○金澤三郎 ｜藤田敏幸若 栗

横 川
､

はじけ

松本勝 ｜長澤－ 野木克彦

鈴木利廣

鈴木置豊

鈴木政行

とみよし

佐川福徳

鈴木隆利

鈴木盛次

下君田

上君田

しんこう

親厚大 能 佐川精- i沼田
I

けんひこ

☆樫村賢彦

難蕊鑿

弓野勝男

霧瀦議

中戸川

’
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膝
睡
錘
曜
翰
識
蕊
鈍
趨
滝
溌
膨
録
鴛
、
織
静
鍛
鋼
翰
鱗
縫
鏡
矧
珂
鱗
騨
錘
爾
認
識
鯵
鑓
響
、
”
羅
錘
篭
癖
鯵
騒
鐵
穏
湾
識
騒
鍵
感
、
艤
弾
鍛
蝋
蝿
織
溌
録
ｑ
、
溌
騒
鍼
瑠
輔
鱗
齢
鍛
認
、
駁
騨
鍼
鐘
奄
織
総
鍛
翻
露
鉾
霊
魂
靭
蕊
腰
膨
織
瑠
率
擬
聡
鈍
恵
、
舞
騨
鍼
篭
、
舞
識
織
職
聴
鯵
診
鍾
奄
奄
織
鯵
織
瓠
露
識
熱
錘
貿
頬
舞
慰
鍛
噸
簿
舞

い
け
ｙ
ｋ
Ｂ
骨
ｒ
騨
浄
１
５
…
，
ｇ
恥
…
昭
蕊
謬
ｌ
Ｉ
７
八
９
＄
ぞ
亀
蔽
供
阜
噌
？
ｉ
判
輔
間
ｆ
恥
窃
批
鷺
驚
γ
哨
日
罫
ｆ
仏
謬
＄
Ｆ
５
ｇ
Ｋ
Ｂ
峰
？
賎
Ｆ
ｎ
日
常
Ｂ
凹
則
洋
骨
漁
ｐ
Ｈ
Ｈ
５
Ｆ
ｐ
Ｉ
梯
ｒ
晦
隊
；
Ｆ
Ｆ
Ｐ
…
酌
馨
ｆ
ｑ
問
撰
軋
凱
ｆ
ｒ
も
弧
刊
甲
鵜
伊
吐
Ⅱ
＆
４
ｒ
勘
削
毘
曾
恥
靭
凸
弾
耐
ｊ
心
恩
閉
忽
金
野
ｈ
Ｈ
Ｆ
７
ｋ

合
併
問
題
で

３
団
体
が
意
見
交
換

四
月
一
六
日
（
水
）

…

育児で悩んでいませんか？
●福祉事務所窓23-7030

新学期が始まり、入園や入学、またクラス

替えなどが行われました。新しい環境の中で

子どもたちが不安を感じていることはありま

せんか。また育児などで悩んでいる人はいま

せんか。市ではさまざまな児童問題に対応す

るための相談窓口を設けていますので、お気

軽にご相談ください。

●家庭児童相談室

十王町の「鵜の岬」で、高萩ライオンズクラブ、高

萩ロータリークラブ､高萩青年会議所の3団体による、

市町村合併についての講演会が行われました。招かれ

た岩倉市長は、庁内に研究会を設置し、県北臨海3市

1町で検討会を開いていることを説明。合併推進の立

場から各方面と調整していると発言しました。岡田克

幸県広域行政推進室長は県内の合併の動向などを説明。子どもの性格や行動など、 日常の身近な問

題について專門員が相談に応じています。保

護者、子ども自身のどちらでも相談できます。

活発な意見交換がされました

鱗
識
鱗
鱗
鍵
蕊
鍵
騨
順
膵
撚
鱗
唾
瞬
い
い
一
・
鯉
に
扉
賑
肝
蕊
癖
議
鐵
鋳
鱗
灘
灘
蕊

柏
万
八
達
成
記
念
配

貼
串
串
串
川
串
貼
叡
串
心

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
入
場
者
が
、
開
設
以
来
、
平
成
一
五
年

四
月
八
日
（
火
）
で
一
○
万
人
と
な
り
ま
し
た
．
ち
ょ
う
ど
営
業
開
始
か

ら
九
○
○
日
目
で
の
達
成
に
な
り
ま
す
。
当
日
の
午
前
九
時
一
五
分
に

入
場
し
た
三
浦
ち
よ
子
さ
ん
は
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
ほ
か
記
念
品
を
贈
ら
れ

祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

､囎 謹

ー八

癖灘
識
謬
撚

謝
碓

鑑

・日時毎週火曜日の午後1時～3時まで。

・場所総合福祉センター内の相談室。

※できるだけ予約をお願いします。

●子育て支援短期利用事業

保護者が、疾病、出産、冠婚葬祭などの理

由で、子どもを－時的に預けたい場合は、市

内の児童養護施設(臨海学園)や乳児院（同仁

会乳児院）へ児童を預けることができます。

・対象者 18歳未満の児童

・期間預かる期間は原則として7日間以

内で､利用者に－部負担があります。

ボ
ラ
彰
宗
訂
ア

》
Ｊ
萩
つ
ど

三浦ちよ子さん（島名）

営業開始日平成12年8月1日

営業日数平成15年4月8日

までの900日間。

平均利用者数 1日当たり入場者

111人。

ー

ぜ
ひ
二
度
ご
来
場
く
だ
さ
い

咳

ステッカーを貼り、

不法投棄防止に協力したい
公用車や郵便局の車に貼ってあるステッカ

ーを、我々一般市民の車にも貼れば効果が上

がると思うがいかがでしょう。

［生活環境課］市民のみなさんが不法投棄監

視中のステッカーを車に貼って、不法投棄防

止にご協力をいただくことは、モラル啓発の

上でも非常に有意義であると思います。しか

し、このステッカー自体に権限があるわけで

はなく、また投棄者との間でトラブルが発生

しないとも限りません。このため、不特定多

数の人に配布することは難しい状況にありま

す。市か不法投棄防止監視員にご連絡くださ

い。 ●生活環境課狂23-7031

使
用
料

小
・
中
学
生
、
陥
歳
以
上

の
人
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
は
２
０
０
円
。

そ
の
他
の
人
は
５
０
０
円
。

浴
場
の
特
徴

湯
の
花
原
石
を
使
用
し
た
、

カ
ル
シ
ウ
ム
人
工
温
泉
で
す
．

入
浴
後
は
帥
畳
と
姐
畳
の
広

間
を
、
カ
ラ
オ
ケ
・
囲
碁
・

将
棋
な
ど
が
楽
し
め
る
い
こ

い
の
場
と
し
て
ご
利
用
で
き

ま
す
。
利
用
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
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立
花
歯
科
医
院

…扉a創
業
一
○
○
年
を
超
え
る
『
う
ら
じ
』
そ
ば
店
作
業
に
ま
で
及
び
ま
す
。
。
っ
ら
じ
の
味
の
ス
タ

四
代
目
店
主
、
大
足
光
司
さ
ん
。
東
京
方
面
で
約
イ
ル
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
味
に
も
挑
戦
し
た

四
年
間
の
見
習
い
を
経
て
家
業
を
継
い
だ
の
は
一
い
」
と
大
足
さ
ん
。
一
方
、
店
内
で
ア
マ
チ
ュ
ア

二
年
前
、
二
三
歳
の
時
。
今
は
亡
き
父
に
は
「
習
バ
ン
ド
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
う
ら
じ

う
よ
り
慣
れ
ろ
」
的
な
教
え
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
で
ラ
イ
ブ
」
を
行
う
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
精
力
的

味
へ
の
こ
だ
わ
り
は
食
材
選
び
か
ら
だ
な
活
動
も
目
立
ち
ま
す
。

慧
霞
雲
烹
雪
蕊

し
の
仕
込
み
、
天
候
を
意
識
し
た
製
麺

L

』』

立
花
成
夫
先
生

親知らずについて

親知らず(第3大臼歯)は最

後に生えてくる歯です。親知

らずの治療の種類は様々です

が、大抵の場合は抜歯しなく

てはいけません。そうしない

と、あとでもっと大きな治療

篝
善感芦

をしなくてはならない場合が多いからです。

親知らずは、他の歯を押し動かし耐えられない痛みに苦し

まされます。一日中痛みが治まらず、抗生物質を服用した後

ですら痛みが続く場合があります。また、親知らずの歯垢を

完全に取り除く事はほとんど不可能です。 （親知らずの場所

のため) 。そのため親知らずと隣接した歯も虫歯になりやす

くなっています。また、親知らずに溜まった歯垢が虫歯の原

因になることが大半で、歯周病の原因になることもあります。

歯周病は親知らず周辺から始まり、 口全体に広がってしまい
のうほう

ます。襄胞が埋没し親知らずにできてしまう事もあります。

襄胞は骨組織を破壊する要素の一つです。

それら多くの重大な問題を防ぐために、 10代中ごろに親知

らずを抜くことで多くの利点があります。①歯根がまだ短い。

②親知らずの周りにまだ隙間があり、簡単に取り除くことが

できる。③神経を傷つける危険性が少ない。④第2大臼歯

(奥歯)の後ろに骨が十分にある。つまり痛みが少なく、早く

簡単に治療できるということになります。

親知らずは早期の除去をお勧めします。親知らずが生え出

したらすぐに抜歯しましょう。

､ー

価＝コース

少年スキー教室
枠

3月25日（火） 。26日（水）

福島県のグランデコスキーリゾー

トで開かれたこの教室には、市内

の小学5年生から中学3年生の45

名が参加し、市体育指導委員、体

育協会スキー部の指導員から技能

別の4グループに分かれてスキー

の基本を学びました。 2日目の午

後の自由滑走では友達同士で楽し

く滑る事ができました。

ー

ランドセルプレゼント
（小学校入学式）

4月8日（火）

市内の小学校の入学式で308人

の新入学児童へランドセルが贈ら

れました。松岡小学校では上級生

の作った花輪をくぐり、 1年生が
すぐ､､る

入場。根本傑校長先生の歓迎とお

祝いのあいさつに続き、 ランドセ

ルが手渡されました。

零

新消防分団詰所完成
!

3月31日（月）

第4分団詰所の移転改築工事が

このたび終了しました。地域の要

望で、集会施設としても使えるよ

うになった建物は、床面積76. 18㎡・

15畳の和室を備えるなど、消防分

団詰所としてはゆとりのあるつく

りになっています。
毒 …鐸
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剣
靴
胃
祁
距
伊
噌
偶
趾
蒋
蝿
嬬
蝿
騨
電
郷
評
蝿
禰
榔
蝿
蜘
鵡
翻
嶋
纈
蝿
僻
剰
迩
輔
噛
偲
濁
矧
蝿
碁
僻
胡
雑
轄
鵡
蝿
鞭
奄
典
狩
惜
稚
簿
轍
砺
鯉
慢
揮
榊
騨
悪
裾
岬
碑
軸
操
守
篭
雫
ｆ
Ｆ
鷺
岡

…

おりがみ教室

図
6月14日(土) 14: 30~

｢うかれバイオリン」「ドナルドとまほうつか↓

5月17日(土） 14： 30～

｢おしゃべりからす」 「じどうしや」

｢花かご」「おたまじゃくし」

5月24日(土） 14 ： 30～

絵本 「つきのあかるいよるのはなし」

紙芝居「つるのおんがえし」

パネルシアター｢3匹のヤギのガラガラどん」

6月11日（水) 14: 30~

絵本 「金のリンゴ」

紙芝居「なぞなぞのくにのアンパンマン」

パネルシアター｢大きな大根」

。〃火水非誌埋
5 4⑤⑥7 89 10攝

鳳黙淵I篝
日月火水木金土|1

‘職龍剛9

月卿:捌轄29⑩

'」

盃ほなし会

窓23-7174

【開館時間】

9:30～17:50

◆平成14年度一般書の部ベスト・リーダー(年度を通して貸し出しの多かった本のランキング)◆

①五体不満足 乙武洋匡善 ⑩13階段 高野和明著

②理由 宮部みゆき著 ⑪猛スピードで母は 長嶋有著

③だからあなたも生きぬいて 大平光代著 ⑫茨城高萩の歴史散歩 高萩郷土史研究会

④肩ごしの恋人 唯川恵著 ⑬著蟇幻想 内田康夫著

⑤模倣犯(上･下） 宮部みゆき善 ⑭ももこの21世紀日記 さくらももこ著

⑥俺たちのヤマ 柏 義夫編 ⑮生きかた上手 日野原圭明著

⑦あかね空 山本一力著 ⑯森のなかの海(上･下） 宮本輝著

⑧あかんべえ 宮部みゆき著 ⑰あやし 宮部みゆき善

⑨命 ．; 學≦柳美里著 ⑱十津川薑部「射殺」 ≦ ： 西村京太郎著

図書の検索は図書館ホームページで今アドレスhttp://www.jsdi.or.jp/~taka-1 ib/

ー

岩倉市長が
一日郵便局長

4月23日(水）

4月20日の第70回郵政記念日を記念して開

かれたこの行事では、式典に続いて一日郵便

局長の岩倉市長が、 「4月1日から郵便局は

公社になりましたが､サービスはこれまでと

変わりません」と話し、来局したみなさんへ

マリーゴールドやベゴニアなどの鉢植えの花

をプレゼントしました。

上手綱･望海地区で地籍調査を行います

昭和54年度から国土調査法に基づいて地籍調査を行っています

が、今年度は大字上手綱、望海の各一部について実施します。 こ

の調査は、一筆ごとの土地について、所在や地番、地目、面積、

所有者を明確にするために行うもので、 この調査時に境界の杭

(杭が打てない場合はアルミ板、鋲、マーク）を確認します。調査

にあたっては、個人所有地に立ち入ることになりますので、 ご協

力をお願いします。なお、対象区域の土地所有者説明会を5月下

旬から6月上旬に予定しています。

似地籍調査の地区地図に示す大字上手綱望海の各一部

（下図の太線内の部分）

し境界の杭の意味口黄色の杭…道路、水路などの長狭物

口赤色の杭…個人の境界

口青色の杭…測量のための基準点

し問合せ 農林課恋23 7035

；
く
ｆ

、
ノ
、
ノ
、

宙P

、

1
リ

～テレビ放映のお知らせ～
高萩市の穂積家、丹生神社の棒ささらなどを

紹介した番組が放映されます。

○とき5月11日（日） 午前6時45分から

7時00分まで。

○番組名フジテレビ『おはよう茨城』

※市報は5月6日(火)発送です。放映までに市

報が届かない場合はご容赦下さい。
…
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『
ハ
ー
モ
’
’
１
フ
ラ
イ
ト
い
ば
ら
き

２
○
○
ｓ
』
の
団
舅

茨
城
県
で
は
、
積
極
的
に
地
域
活
動
の
で

き
る
女
性
を
育
成
す
る
屈
外
派
遣
事
業
の
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
派
遣
国
フ
ラ

ン
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
デ
ン
マ
ー
ク
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
▼
日
時
５
月
相
曰
く
金
｝
午

前
側
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
会
場
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
▼
内
容
人
権
侵
害
や

金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
扶
壹
、
結
婚
・

離
婚
問
題
、
近
隣
関
係
な
ど
。
▼
相
談
員

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
と
水
戸
地
方
法
務
局

日
立
支
局
の
職
員
。
▼
申
込
当
日
、
到
言

順
。
▼
問
合
せ
市
民
課
狂
四
１
２
１
１
６

無
料
人
権
相
談
の
相
談
者

暮らしに役立つ

▼
派
遣
時
期
９
月
別
日
（
水
）
か
ら
仰
月
４

日
｛
土
）
ま
で
の
制
日
間
。
▼
募
集
人
員
加

人
。
▼
対
象
者
日
本
国
籍
を
有
し
、
５
年

以
上
県
内
に
居
住
し
て
い
る
女
性
。
ま
た
、

４
月
１
日
現
在
訓
歳
以
上
弱
歳
末
満
で
、
心

身
が
健
康
か
つ
協
調
性
に
富
み
、
地
域
活
動

に
積
極
的
な
女
性
。
〈
県
主
催
の
海
外
派
遣

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、
議
員
・
公
務

員
な
ど
は
除
く
）
。
▼
自
己
負
担
約
恥
万

円
（
市
か
ら
５
万
円
の
補
助
あ
り
一
。
▼
選
者

方
法
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
。
▼
申
込
５
月

相
日
（
月
）
ま
で
に
応
募
書
類
を
企
画
政
策
課

市営住宅空家の入居者を募集

惨募集住宅 2団地5戸(~ド表参照）

し申込資格市内に住所又は勤務場

所があり、同居又は同居しようと

する親族がいる人。又、市税を滞

納していない人で収入基準内にあ

る人。現在住宅に困っている人。

似申込期間 5月8日(木)から5月

30日(金)までに申込書と必要書類

を建築課へ提出。

凸選考方法 6月13日(金)公開抽

選により決定。

し入居指定日 7月1日（火）

似申込に必要な書類入居申込書、

住民票謄本(世帯全員分) 、課税

証明書、納税証明書、保険証の

写し、その他必要に応じて提出

していただく耆類があります。

似問合せ建築課猛23－7032

L声

●募集住宅（中居耐火構造） ▼
期
間
６
月
羽
日
（
月
）
か
ら
刀
曰
く
金
）
ま

で
の
５
日
間
で
、
午
前
９
時
訓
分
か
ら
Ⅱ
時

訓
分
ま
で
。
▼
会
場
市
民
体
育
館
。
▼
対

象
満
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
と
親
．
▼

募
集
人
員
釦
組
（
帥
人
）
。
※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
．
▼
参
加
費
１
，
０
０
０

円
〈
瘍
害
保
険
料
を
含
む
）
。
▼
申
込
参
加

費
を
添
え
て
５
月
加
曰
く
火
）
か
ら
６
月
６
日

へ
。
▼
問
合
せ
企
画
政
策
課
狂
羽
１
２
１

１
８親

子
健
康
体
操
教
室
の
受
講
者

募集

戸数

家 賃
(世帯の収入に応じて決定）

建設年度 棟一部屋小間取り 敷金住宅名

ｊ５

Ｋ
４
Ｄ
。６

３
．６く

15,200~

33.400円

7－306

（3階）
S55年度

3DK

(6.6.4.5）

1 7 ,600~

38,600円

10－302

（3階）
家
賃
の
３
ヶ
月
分

S62年度

高浜住宅 4

3DK

(6．6．45）

17,600~

38,600円

10－404

（4階）
S62年度

S63年度
19 ,400~

39．500円

3DK

(6.6.6）

1 1－502

（5階）
＝

6号室

(3階）

12,200~

26,800円ｊ
Ｋ
３

Ｄ
６

３
６く

S51年度石滝住宅 1

※給湯器・浴槽･風呂釜は設置されておりません。

（
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂
飼
１
７
０
３
６

中
・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
実
行
委
員

第
朽
回
高
萩
市
中
・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
を
、
８
月
３
日
〈
日
）
か
ら
５
日

〈
火
）
の
２
泊
３
日
で
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た

も
そ
の
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
ま
で

の
毎
週
一
回
。
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

▼
募
集
人
員
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
し

て
い
る
高
校
生
別
人
。
▼
参
加
費
２
，
０

０
０
円
▼
申
込
５
月
訓
曰
く
金
）
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
。
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
。
▼
問
合
せ
社
会
福
祉
協
議
会
盆

羽
１
８
３
４
１

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
４

級
ま
で
。
ま
た
療
育
手
帳
の
④
．
Ａ
）
、
ま

た
は
、
そ
の
障
害
者
と
同
居
す
る
世
帯
の
み

な
さ
ん
が
、
障
害
者
の
専
用
居
室
な
ど
を
増

築
や
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額
２
２
６
万
４
千
円
。
▼
貸

付
件
数
１
件
。
▼
貸
付
利
率
年
２
．
６

パ
ー
セ
ン
ト
。
▼
償
還
期
限
佃
年
以
内

（
う
ち
２
年
据
え
置
き
）
・
▼
償
還
方
法

元
利
均
等
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
償
還
。
▼
保

証
人
連
帯
保
証
人
２
人
。
▼
締
切
り
６

月
幻
日
〈
金
）
ま
で
。
▼
問
合
せ
福
祉
事
務

所
盆
羽
１
７
０
３
０

障
害
者
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
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、

第
扣
回
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
交
流
事
業
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
壽
集

▼
期
間
５
月
訓
曰
く
金
一
か
ら
６
月
４
日

〈
水
）
ま
で
の
５
泊
６
日
。
▼
募
集
家
庭
数

別
家
庭
。
▼
用
意
す
る
食
事
５
月
訓
日
の

夕
食
か
ら
６
月
４
日
の
朝
食
ま
で
で
、
平
日

は
全
体
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
昼
食
は
い
り

ま
せ
ん
。
※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
無
料
で
お
願

い
し
ま
す
。
▼
申
込
５
月
相
曰
く
金
）
ま
で

に
事
務
局
へ
電
話
で
申
し
込
み
．
▼
高
萩
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

狂
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

市
で
は
合
併
浄
化
槽
を
新
設
す
る
人
、
汲

み
取
り
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
へ
付
け
替
え
る
人
に
設
置
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
▼
対
象
者
下
水
道
認

可
区
域
外
の
専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
新
設
す
る
人
。
▼
申
込
生
活
環
境
課
で

受
付
け
。
▼
補
助
金
の
限
度
額

５
人
槽
３
５
万
４
千
円

７
人
槽
４
１
万
１
千
円

㈹
人
檜
５
１
万
９
千
円

＊
建
物
の
床
面
積
な
ど
に
よ
り
浄
化
槽
の
大

き
さ
が
変
わ
り
、
補
助
額
が
異
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
生
活
環
境
課
狂
羽

７
０
３
１

お
知
ら
せ

ダ

合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
を

一
部
補
助
し
ま
す I ＝〃

蕊
一
期
日
－
５
塁

４
月
か
ら
開
い
て
い
る
市
政
懇
談
会
を
、

引
き
続
き
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
長
や
市
役
所
関
係
者
が
出
席
し
て
市
政
運

営
に
つ
い
て
の
現
状
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
す
る
た
め
に
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。
都
合
の
よ
い
日
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

［
保
安
講
習
会
］
▼
日
時
６
月
刀
日
〈
金
一

二
般
）
９
時
訓
分
か
ら
枢
時
釦
分
ま
で
。

〈
給
油
）
旧
時
か
ら
柏
時
ま
で
。
▼
場
所
日

立
市
民
会
館
。
▼
受
講
料
４
，
７
０
０
円

［
申
請
書
の
受
付
］
▼
日
時
６
月
５
日
〈
木
）

柵
時
か
ら
朽
時
訓
分
ま
で
に
、
茨
城
県
中
小

企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
目
立
市
）
へ
。
ま
た
は
、

５
月
配
曰
く
月
）
か
ら
６
月
４
日
〈
水
）
ま
で
に
、

茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
あ
て
に
郵

送
も
可
能
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
・
十
王
町

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
狂
皿
Ｉ

▼
時
間
午
後
７
時
～
午
後
９
時
。
▼
問
合

せ
秘
害
課
狂
羽
１
７
３
２
０

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

黙
上 秋 福 秋総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

石
舟
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

二
場
所

山
中
集
会
所

平
集
会
所

山
南
集
会
所

手
綱
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

ー

平
成
禍
年
度
か
ら
、
「
自
ら
の
手
配
で
搬

入
す
る
登
録
団
体
」
に
よ
る
資
源
物
の
搬
入

に
つ
い
て
内
容
を
一
部
変
更
い
た
し
ま
す
．

こ
れ
ま
で
毎
月
第
３
日
曜
日
に
搬
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
平
成
相
年
度

協
力
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
問
合
せ

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
狂
皿
１
２
９

１
７

２
９
１
９

①搬入日及び時間帯 壹
源
物
集
団
回
収
の
変
更
に
つ
い
て

変更前f""S||"-",塾≦蕊瀧灘蕊変更後

月～土曜日 （1月1日～3日は除く）

8時30分～正午/午後1時～4時

（月～土の祝祭日は可能）

毎月第3日曜日

午前10時～正午

②実施回数（1回につき2,000円）
実施した月数×2,000円

《例》

5月に3回実施した場合でも、 5月を

実施月として1回分とする。分とする

第3日曜日の実施回数
x2000円

ー

③搬入方法

搬入のために北部衛生センター構内を

車で走行するときは、登録団体に対し

て事務組合が発行する登録証をフロン

トガラスに掲示してくﾐぎW

特に指定なし

■●●e●●●●●■■●●●●●●●●●●●●①●●●●●●●･●●●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●g●●●●●｡●｡●｡●･

蕊外国人の人権を尊重しよう蟻
夢晶秘 謹且一 到尋鐘 源露睡 壺需聖 ~詞等 判泳“ .."み－ 鉛雄匙 ・罐盛粍宅 癖搾亀 1， 錫

我が国は、名実ともに国際化時代を迎え、各種の新たな人権問題

が生じるとともに、国民の人権意識が国際的にも注目されつつあり

ます。平成8年には、 「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する条約

(人種差別撤廃条約)」が我が国でも発効し、人種差別や外国人差別

等あらゆる差別の解消のためのさらなる取組みが期待されています。

また、 「人権教育のための国連10年｣に関する国内行動計画では､国際

的視野に立って一人ひとりの人権が尊菫される頁に豊かでゆとりの

ある人権国家の実現を期するものとされ、未来を担う子どもたちと

ともに、墓本的人権と自由が尊菫される社会を実現していくことが、

今求められています。

シ問合せ水戸地方法務局狂O29-227-9919

人権イメージキャラクター

人…もる

穂

ill



露骨鱈蟻
写
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鴬
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鴬

!J綴情報自己検索ｼｽﾃﾑ」
}蕊,> ‘ 噂.鷲；

溌口■々 がオープン

○これまで、公開カードにより閲覧を

していた求人'|胄報が、パソコンによ

り自由に閲覧できるようになりまし

た。パソコンはタッチパネル式です

ので、操作は誰でも簡単にすぐに覚

えられます。お気軽にご利用下さい。

●問合せハローワーク高萩(高萩公

共職業安定所） 窓22－2569

“蕊簿蕊

自難車税は6月2日までに
蕊‘ ． “

納めましょう蕊謬≦

○自動車税は、毎年4月1日現在の所

有者(登録名義人)に課税されます。

納税通知書を5月上旬に送付します

ので6月2日（月）までに納税してく

ださい。なお、身体障害者の人で一

定の条件に該当する場合、 申請によ

り税が減免されます。ただし、納期

限までに減免申請書を提出しないと、

減免を受けられません。また、納税

通知書を使って自動車税を納めると、

車検用の納税証明書が渡されます。

車検の時に必要になりますので、大

切に保管してください。

●問合せ茨城県高萩県税事務所

a22-2586

散b飼いはみんなの迷惑

犬の放し飼いは県条例で禁止されて

います。必ずつなぐかおりで飼ってく

ださい。犬を運動させるときは、飼い

主も一緒に引き綱を付けて行ってくだ

さい。 生活環境課冠23-7031

蔦溌

J覗模ボｲﾗｰ取扱資格取得講習
○日時5月21日（水）と22日（木）の

午前9時から午後5時(2日間)。

○会場茨城県JA会館(水戸市）

○費用9, 700円(受講料･テキスト代)。

○受講資格満18歳以上。

○受付日 5月7日(水)から8日（木）

に持参または現金書留にて郵送。

●申込先および問合せ （社)日本ボイ

ラ協会茨城支部(水戸市）

窓029－225－61 85

平成15年度調理師試験

○日時8月12日（火）午前10時から

午後0時30分。

○会場茨城大学共通教育棟2号館(水戸市）

○申込用紙日立保健所で5月12日

（月）から随時配布しています。郵送

希望の場合は電話でお尋ね下さい。

○申込6月26日（木）と27日（金）の

午前9時から午後4時30分(昼休み

除く)。

○受付場所日立保健所へ持参(郵送不可)。

●問合せ日立保健所衛生課

冠0294－22－41 90

;痘萩美術協会の第15回小品展
○日本画洋画彫刻等の作品展。

○日時 6月8日（日）から14日(土)の

午前9時から午後4時まで(最終日

は午後3時)。

○会場市民センター3階

●問合せ高萩美術協会事務局

松本三郎さん公23－4032

ー

溝ﾝｽ教室の参加者募集
○日時毎月第1 日曜日の午前10時

から正午(小・中・高校生のみ)。

毎月第2日曜日の午前10時から正午

（20～30歳代の独身男女のみ)。

○会場須田ビル1階(春日町）

○参加費無料。

○募集人員先着各20人(電話申込み)。

●問合せダンススタジオ「セキネ」

真鍋和平さん冠24－6 1 1 9

爵庫波利用保護旬間｣
○総務省では、 6月1 日から10日ま

で､ 「電波利用保護旬間｣として、携

帯電話、消防・救急無線テレビ・

ラジオなど市民生活に欠かせない電

波の利用を保護する活動を行ってい

ます。社会生活を脅かす不法な電波

をなくすため、電波はルールを守っ

て正しく使いましょう。

●問合せ関東総合通信局

・不法無線局による混信・妨害

恋03 5562－7555

・電話機・各種電子機器への不要電波障害

冠03－5562－7557

・テレビ・ラジオの受信障害

窓03－3243－8697

患いEわさきちひろ展
○会期 4月26日（土)から6月1 日

（日）。月曜日休館(但し5月5日（月）

は開館、 5月6日(火)は休館)。

○会場茨城県天心記念五浦美術館

○入館料一般600円、高大生40

0円、小中生200円。

●問合せ茨城県天心記念五浦美術館

a0293-46-5311

茨磯県民雇用相談ｺｰﾅｰを
:蕊; 蕊ゞ

ご利用下さい織繊蕊蕊.:､零; ､ 、

覺騨瀞￥

○4月から新たに県北地方総合事務所

日立商工分室に設置しました。県民

雇用相談コーナーは、雇用に関する

各種相談･情報提供を行う窓口です。

専門の相談員による内職の紹介や求

人情報など各種の雇用関係情報の提

供のほか、求人を確保するために事

業所訪問を行っています。

○相談料無料

○時間平日午前9時から午後4時。

●問合せ県北地方総合事務所日立商

工分室内(日立商工会議所会館2階）

窓0294－21－671 7

または、県水戸合同庁舎1階

a029-224-6885

ー
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『つるのおんがえし』雪の日に訪ねてきた娘(1966年）

ポピュラーｺﾝｻｰﾄ~太田裕美ｺﾝｻｰﾄinJﾎｰﾙ～
○とき6月28日(土)午後6時開演。

（午後5時30分開場）

○ところゆうゆう十王Jホール。

○入場料4,500円(全席指定）

●問合せゆうゆう十王Jホール窓32－71 1 1
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■第29回町内別ママさんバレーボーノL大会

□とき4月13日（日）

□ところ高萩市民体育館

口参加叡 9チーム

[優勝］ 手綱 ［準優勝］ 高浜A [第3位］ 秋山B

ツ振興課からの

せ狂23-7036

スポーツの結果(敬称略）

■第15回高萩市少年索道錬成大会

□とき 3月29日（土）

□ところ高萩市民体育館

口参加者35名

■第3回市晨杯市目チーム対抗ゴノしう大会

□とき 3月16日（日）

□ところサンライズカントリークラブ

ロ参加叡38チーム(143名）

鳶箇f噌画｡｡諺億
花貫ごくら公園で『綴まつり』

松
岩
寺
の
山
綴
で
花
見
会

4月6日旧)～14日（月）

市観光協会が主催し今年で3回目になるこのまつ

りには、今年も多くの人が来場しました。模擬店も

出店し野点も開かれて、夜まで春の訪れを楽しみま

した。

ー

４
月
旧
日
出

樹齢300年といわれるこの山桜は、県の天然記念

物に指定されています。開花時期に合わせライトアッ

プされて今年で5年目。地元のみなさんが主催して

花見会が行われ、大正琴などの発表がありました。

高萩eくら上みどりの会か植樹活動
3月27日(木）

3月27日は、 （財)日本さくらの会が制定した「さ

くらの日｣。 高萩さくらとみどりの会ではこの日に

合わせて、会員40人が赤浜地区の北久保に70本の

さくらの苗を植樹しました。今後も植樹を続けて、

さくら公園を目指しています。

ー

蜜画…灘
h■■'■■■!■■■■■!■車瞭

:CIoseu

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■、■■■画■■■■館面■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

かずゆき

松本一幸さん(写真左旧姓丹、肥前町出身） 吉崎豊さん(写亘右高萩出身） ！

アツ鯵

■■■■■■ぬ■

p

昨年9月に24年ぶりに再会した時の思いを、松本さん（歌手名KAZU:

MA､水戸在住、自営業）が2編の詩にしたため、再会相手の吉lll奇豐さん：

（音楽プロデューサ ､都内在住）に送りました。詩に感激した吉崎さんが：

プロデュスしてCD「友よ」が完成、 このほど発売されました。高萩中i
か十h.》さ ■

学校在学中は2人とも野球部に所属し、県大会で優勝しています。 「一幸：

には子供の頃の雰囲気と空気を感じた」 と吉崎さん。 「豊の顔を見ている ：

と仕事で苦労してきたことがねぎらわれた」 と松本さん。 CDには、 この：

ほか「CRISIS]が納められ、 この2曲は全国有線チャンネルでリク ：

エストできます．市内では明光社で発売中800円。

問合せ トウルーフェースs03-5300-4124E-mail trueface5@aol.com :

再会の思いを歌に

蝿

蕊
轍;#§識擢

；

蟻
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高学年男子の部

低学年男子の部

女子の部

優勝

高崎 瞭

潮田拓也

風間陽子

第2位

佐藤友也

白石 光

根本瑞季

第3位

水野 仁

鈴木渉太

根本美沙希

団体

個人

優勝

スター4

工藤春雄

第2位

ときわ会，

江尻 寛

第3位

友遊会巳

大川正貴



"MT他鵬 無料の相談
<で行政相談 γ

日時： 5月8日（木） ・22日（木） 、

午後l"Y3時/市民相談室／z相
談員I鈴末清相談員:: ■ H

●秘書課盆23-7320

春の花を提供|~…
柴田農場(高萩）では、多くの子

どもたちに花に親しんでもらおうと、

市内の幼稚園小・中学校にパンジー

など色鮮やかな花の苗を提供しまし

た。 「いつもとても喜ばれています。

子どもたちには、花を見て季節を感

じるように言ってほしいですね」と

柴田千代乃さん。

交通事故相談

日時： :月～金曜日、午前9時～午
､'' ､､ '< 、､ '､ ､

後4時30分／場所:水戸合同庁舎1階

●中央交通事故相談所BO29-233-5621
、葱
、

心配ごと相談

日時：毎週木曜日の午後1時～3
． ､、 ； .；

時／場所弓総合福祉センター

＊相談の内容により弁護士相談を

受けることができます。

●社会福祉協議会念23-8341

羅蒋一》〈補装具

日時: 5日時： 5

･補聴器の巡回

月30日(金)午前9時～11

時30分／場所：総合福祉センター

●福祉事務所念23-7030

高萩市カラオケ望み会が

発表会 §灘蕊灘灘灘ｰ一

文化会館で行われたこの発表会

は24回を迎えます。会員など約100

人が出場し、自'|曼の歌や踊りを披

露しかっさいを受けましたさゲス

ト出演の秋山涼子さんと参加者の

デュエットも行われ、 1日を楽し

く過ごしました｡

、
ノ精神クリニック神クリニック （予約制）

： 5月14日（水） 。21日（水）

(水＊痴呆) ・6月4日（水）

(水い午後1時～3時／場所

日時： 5月14日（水） 。21日（水）

28日（水＊痴呆) ・6月4日（水）

11日(水い午後1時～3時／場所：

日立保健所

●日立保健所召0294-22-4196

くこごろの『自認 序彌需､－〉

日時:■;J"■6日|金)午前10時~正
午／場所■:総合福祉センター内の

相談室/相談員精神科医と保健師

●健康づくり課窓24-2121

人権相談

日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局釦294-21-22531

猟友会高萩支部がごみの

回収作業 識溌蕊灘驚蕊
猟友会高萩支部の会員20人のみな

さんは、観光客が訪れる新緑シーズ

ンを前に、国道461号沿いや米平・

横川方面などS班に分かれ､ごみの

回収作業を行いました。これは訪れ

るみなさんに気持ちよく自然を満喫

してほしいと毎年行われているもの

です。

消費生活相談ヒゴ

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け。

●消費生活センター念029-225-6445

年金相談

○常陽銀行高萩支店念22-2211

日時： 5月14日(水)午前10時～午

′; ;: #後3時§･忠i■

日時5月20日(火) 、6月10日（火）

午前1 1時20分～1 1時40分／場所

市役所第2庁舎東側

●生活環境課恋23-7031

ハ
リ
さ
し
ぶ
り
に
手
に
し
た
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
。
少
し
重
く
て
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
が
心
地
よ
く
響
く
。
昨
今

の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
に
は
無

い
、
ま
た
違
っ
た
良
さ
を
感
じ
ま

す
。
今
月
号
よ
り
広
報
の
仕
事
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
被
写
体
は
市
民
の
み

な
さ
ん
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
廟
呵
凶

尚
い
く
な
ら
な
い
ば
か
り
か
増
え

つ
つ
あ
る
不
法
投
棄
に
、
「
ご
み

と
と
も
に
思
い
や
り
の
心
が
捨
て

ら
れ
て
い
く
」
と
話
す
不
法
投
棄

防
止
監
視
員
さ
ん
た
ち
。
地
道
な

活
動
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ

の
問
題
は
今
が
一
番
悪
い
状
態
で
、

こ
れ
か
ら
少
し
づ
つ
良
く
な
る
は

ず
と
願
っ
て
、
市
報
で
も
ま
た
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
．
■
咽
■

灘 蕊I
溌議1 1日(日) ･18日(日) ･24日(土)。

25日（日） ･31日(土）

鐘蕊1日(日) ･2日(月) ･8日（日）
●花員クリーンセンター公22-4318
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遡
認:5f･w,､桑…蜜溌蕊蕊蕊蕊霧蕊雰島峠

些二

135人が熱唱しました

カラオケ愛好会主催総合福祉センター

59歳以下の部60歳以上の部

高萩市長賞 菊池ミナ子 島田利夫

高萩市議会議長賞会澤孝一 吉田ハル子

高萩市教育長實 梶山忠雄 菅野よう子

壱

繩ゲ

ブナ林との出会い 畷蝋騨騨
同会が身近な自然を理解する活動として開いたこの

催しには、 30人が参加。当日は北茨城市内の浄蓮寺渓

谷や亀谷地の植物観察のほか、小川地区にある学術参

考自然林で群生するブナ林の散策を楽しみました。

;錘Z愚趣き通過

色

まちの情報をお寄せください高萩市市民憲章昭和49年制定
- ;";" ‘〃: …言, ･ ‘ - ｪ ｛# f,F ,J

'〃f眉然をたいせつにし､美じいまちをつくりましょう｡
'…きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1,礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。
、 、． 『

1: 11元気で働き､:j豊かなまちをつくりましよう"･ : ､ rj

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

し市役所秘書課
E23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

狂23－1 151， 23－1152

火災・災害情報案内i: ●市制施行 昭和29年11月23日

、 ：… 蕊衝､獺‘霊弾溌: E24-0019鵠:鷺､<’,{ i，¥‘、i｢瀞､､が
郷1． ﾄ 、〃.モン磯､‘
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言蕊
十屋山、雇望告憾近

「あの日の『土岳行き』は忘れることができない」と石滝の菊

平成13年11月に坂の上地区から 地勝夫さん。人のいない所でリハビリをしたいという奥さんに付

の新しい登山道が開通し、山頂に き添い、土岳に登り始めた日のことである。不自由ながらやっと

は芝生広場や展望台・案内板など頂上まで行けるようになった時には、半年が過ぎていた。いつの
も整備された。冬季には遠く富士頃か元気をもらった山にお礼がしたいと、ゴミを拾いながら登山

山が望めるなど、 山頂では360度するようになり、年間100回以上登っている。今年は近県の登山

のパノラマ景観を楽しめます。 にも挑戦したいと、奥さんの愛子さんも楽しみにしている。

生Ｕ

訴諄Ｌ

生Ｕ

訴諄Ｌ

議議

蕊．

、

吊一

》日曜緊急医療当番医です鰯
〔時間〕午前9時～午後4時

5月

凡|蕊鵜鷆醐I ,猟,
蟻＃;,蝋

辮
獅
〃

』

『霊

蜂

'旧早霊癬乳）
18日滝川医院(春日町）

25日松岡クリニック(下手綱）

6月

日 病院･医院名(所在地）

１
６
０
０

１
６
０
０

７
２
１
０

１
３
３
１

１
１
１
１

３
２
３
２

２
３
２
２

１
１
１
１

〆

塑
圭

｢霊

蕃
＝

皇慧簔~ー ‐鏑雪重二君

電話

(20)551 1

{22)2106

(32)5577

(24)0770

繍鰄
1日たばたクリニック(高戸）

8日熟ﾙﾙ別期
15日高萩それいゆ病院(上手綱）

ー

;鋤

鎚蕊鰯蕊鬮||洲； 、

と
遊
ぶ

布施ナツさん(上子綱)と、

孫の英樹さん(写難)、心愛さん(同方)。

「二人の'l吊りが毎日顛当に待ち遠しし

です」とナツさん。二人のお孫さんは、

間は保育所に通っているので家に'l吊って

g 懇藤鱸緬臘撫愚鈍瀧目銀漉

34,083人(-60） ※（ ）は前年比
勇16,797人(-46)②17,286人(-14）

12,095世帯(-2）

ん

昼

＜

るのは夕方。 'l吊ってくるなり、 「おばあちゃ

ん子」ぶりを発揮する二人。かるた遊びや

●月の繍聯し納期限は6月2日(月)です｡－
※固定資産税・都市計画税(第1期）

※軽自動車税(全期） ※自動車税
※口座振替は5月26日(月)です。

ゲームなどに付き合わされてナツさんは大

虻し。 「孫たちの威晨が何よりも楽しみ」と

話しています。

たかばぎ市報No.519

霧:蕊蕊糖職葺1． 鷹MAY"

○ホームページhttp://wwwcityiakahagi.ibarakijp○電子メールhisho@citytakahagi.ibarakijp

倉洲般
1『函U…■創且Fr O■凡5W間■､凸叩茸印ﾛ F吟

この印刷物は、古紙配合率100％

の再生紙と環境にやさしい「大豆

油」ｲﾝｷを使用しています｡
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